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外交政策への「例外的」議会関与の判断枠組み　
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意
義

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
で
は
、「
連
邦
の
政
治
的
関
係
を
規
律
す
る
条
約
ま
た
は
連
邦
立
法
の
対
象
に
関
連
す
る
条
約
は
、

連
邦
立
法
の
権
限
を
も
つ
機
関
に
よ
る
法
律
形
式
で
の
同
意
ま
た
は
協
働
を
必
要
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
、
連
邦
の
政

治
的
関
係
を
規
律
す
る
条
約
を
「
政
治
的
条
約
」、
連
邦
立
法
の
対
象
に
関
連
す
る
条
約
を
「
法
律
内
容
的
条
約
」
と
呼
び
、
こ
れ
ら
の
条
約
へ
の

「
立
法
部
の
関
与
」
が
同
規
定
で
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
規
定
に
基
づ
く
議
会
関
与
を
、
外
交
政
策
に
つ
い

（
1
）
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判 例 研 究

て
議
会
が
例
外
的
に
有
す
る
権
限
で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
「
判
例
で
は
、
政
府
の
権
限
が
原
則
で
あ
り
、
議
会

の
協
働
は
例
外
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
外
交
政
策
へ
の
議
会
関
与
を
め
ぐ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
例
外
的
議
会
関
与

の
判
断
枠
組
み
を
最
初
に
示
し
た
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
九
五
二
年
七
月
二
九
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（
以
下
「
独
仏
経
済
協

定
判
決
」）
で
あ
る
。一　

事
実

　

一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
政
府
と
の
間
で
「
貿
易
・
支
払
協
定
」
を
締
結
し
た
。

貿
易
協
定
は
一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
に
、
支
払
協
定
は
同
年
二
月
一
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
効
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
一
四
日

の
連
邦
新
聞
三
一
号
に
「
独
仏
経
済
協
定
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
貿
易
協
定
に
よ
っ
て
、
条
約
を
締
結
し
た
両
国
は
相
手
国
内
で
製
造
さ
れ
た
物
品

の
輸
入
を
い
か
な
る
制
限
も
な
し
に
認
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
支
払
協
定
に
よ
っ
て
、
外
貨
規
定
を
考
慮
し
た
マ
ル
ク
と
フ
ラ
ン
の

外
貨
両
替
が
規
律
さ
れ
た
。

　

独
仏
経
済
協
定
が
締
結
さ
れ
た
後
、
同
協
定
に
つ
い
て
の
連
邦
議
会
に
よ
る
同
意
法
律
の
要
否
を
め
ぐ
っ
て
、
連
邦
議
会
内
の
委
員
会
に
お
い
て
複

数
回
に
わ
た
っ
て
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
〇
年
二
月
一
七
日
に
は
、
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
会
派
が
「
連
邦
政
府
は
一
九
五
〇
年
二
月

一
〇
日
の
独
仏
経
済
協
定
を
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
に
従
っ
て
法
律
案
と
し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
」
こ
と
を
決
議
す
る
よ
う
申
し
立
て
た
。

さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
三
月
一
五
日
に
鑑
定
書
が
連
邦
議
会
法
務
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
は
独
仏
経
済
協
定
が
た
と
え
短
時
限
の
協
定
で
あ

っ
て
も
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
た
、
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
一
九
五
〇
年
七
月
二
一
日
、
鑑
定
書
の
多
数
意
見
に
同
調
し
た
連
邦
議
会
貿
易

問
題
委
員
会
は
、
先
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派
の
申
立
て
に
連
邦
議
会
が
同
意
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
よ
う
申
し
立
て
る
と
同
時
に
、「
貿
易
問
題
に
関
す
る
議

会
諮
問
委
員
会
」
を
設
置
す
る
よ
う
申
し
立
て
た
。「
議
会
諮
問
委
員
会
の
任
務
は
、
連
邦
政
府
と
よ
り
緊
密
に
協
働
す
る
た
め
に
、
貿
易
政
策
に
係

る
諸
々
の
取
決
め
を
締
結
す
る
際
に
連
邦
政
府
に
助
言
を
し
、
連
邦
政
府
の
貿
易
政
策
上
の
業
務
と
そ
れ
に
関
す
る
議
会
の
業
務
と
の
間
の
仲
介
役
と

し
て
、
政
治
的
で
経
済
的
な
事
象
全
般
の
形
成
に
つ
い
て
の
議
会
の
見
解
が
貿
易
政
策
の
分
野
で
も
影
響
力
を
発
揮
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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連
邦
政
府
は
、
貿
易
政
策
に
係
る
交
渉
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
つ
い
て
、
諮
問
委
員
会
に
絶
え
ず
最
新
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
貿
易
政
策

上
の
取
決
め
が
基
本
法
五
九
条
二
項
の
意
味
で
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
立
場
を
表
明
す
る
機
会
を
同
委
員
会
に
与
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
」。
同
諮
問
委
員
会
は
、
一
九
五
〇
年
九
月
八
日
に
活
動
を
開
始
し
た
。

　

一
九
五
〇
年
七
月
二
八
日
、
第
八
一
回
連
邦
議
会
本
会
議
は
、
前
述
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派
の
申
立
て
（
独
仏
経
済
協
定
の
法
律
案
の
提
出
）
お
よ
び
貿
易

問
題
委
員
会
の
申
立
て
（
貿
易
問
題
に
関
す
る
議
会
諮
問
委
員
会
の
設
置
）
に
同
意
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
連
邦
政
府
は
独
仏
経
済
協
定
の
同
意
法

律
案
を
連
邦
議
会
に
提
出
し
な
か
っ
た
の
で
、
連
邦
議
会
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派
は
一
九
五
一
年
七
月
四
日
の
訴
答
書
面
を
も
っ
て
連
邦
政
府
に
対
し
て
訴
え
を

提
起
し
た
。
同
会
派
が
確
定
す
る
よ
う
申
し
立
て
た
の
は
、
第
一
に
「
連
邦
政
府
が
一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
と
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
政
府
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
貿
易
・
支
払
協
定
（
一
九
五
〇
年
二
月
一
四
日
の
連
邦
新
聞
二
巻
三
一
号
）
を
連
邦
議
会
に
連
邦
法
律
の
形
式

で
の
同
意
の
た
め
に
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
連
邦
政
府
は
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
に
よ
っ
て
連
邦
議
会
に
帰
属
す
る
諸
権
利
を
侵
害
し
た
こ

と
」、
第
二
に
「
い
わ
ゆ
る
経
済
協
定
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
他
国
と
の
間
の
貿
易
・
支
払
関
係
を
本
質
的
に
規
律
す
る
も
の
で
、
と
り
わ
け
輸

出
入
の
負
担
額
を
確
定
し
、
基
本
法
五
九
条
二
項
の
意
味
で
の
政
治
的
条
約
で
あ
り
、
連
邦
立
法
を
行
う
権
限
の
あ
る
機
関
の
協
働
を
連
邦
法
律
の
形

式
で
必
要
と
し
た
こ
と
」
で
あ
る
。

二　

判
旨

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
判
決
主
文
に
て
「
申
立
て
を
棄
却
す
る
。
連
邦
政
府
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
に
締
結
さ
れ
た
独
仏
経
済
協
定
（
一
九

五
〇
年
二
月
一
四
日
の
連
邦
新
聞
三
一
号
）
を
連
邦
法
律
の
形
式
で
の
同
意
ま
た
は
協
働
の
た
め
に
連
邦
立
法
の
権
限
を
有
す
る
機
関
に
提
出
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
に
違
反
し
な
か
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
独
仏
経
済
協
定
が
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
の
政
治
的
条
約

で
な
い
理
由
（
1
）
お
よ
び
法
律
内
容
的
条
約
で
な
い
理
由
（
2
）
を
判
示
し
、
後
者
の
理
由
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
外
交
行
為
の
権
限
配
分
に
関
す
る

判
断
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
（
3
）。

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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判 例 研 究

1　
「
政
治
的
条
約
」
で
な
い
理
由

（
ａ
）「
政
治
的
条
約
」
の
要
件
に
よ
る
限
定

　
「
あ
る
条
約
が
、
凡
そ
一
般
的
に
、
公
的
な
案
件
、
公
共
の
福
祉
あ
る
い
は
国
務
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
の
条
約
は
ま
だ
基
本
法

五
九
条
二
項
の
意
味
で
の
政
治
的
条
約
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
条
約
が
政
治
的
条
約
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
ど
の
条
約
も
政

治
的
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
基
本
法
五
九
条
二
項
で
予
定
さ
れ
た
〔
条
約
の
〕
限
定
そ
の
も
の
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。〔
政
治
的
条
約
の
要

件
と
し
て
〕
む
し
ろ
付
け
加
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
国
家
の
存
立
、
国
家
領
域
の
不
可
侵
、
国
家
の
独
立
、
諸
国
家
共
同
体
に
お
け
る
国
家

の
地
位
ま
た
は
決
定
的
重
要
性
に
、
条
約
そ
れ
自
体
が
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
他
国
に
対
し
て
、
国
家
の
権
力
的
地
位
を
主
張
し
強
固
に
し
、

あ
る
い
は
発
揚
す
る
よ
う
な
条
約
が
、
こ
の
意
味
で
の
政
治
的
条
約
と
見
な
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
は
、
同
盟
条
約
、
安
全
保
障

条
約
、
政
治
的
共
同
に
つ
い
て
の
協
定
、
講
和
条
約
、
不
可
侵
条
約
、
中
立
条
約
、
軍
縮
条
約
、
仲
裁
条
約
お
よ
び
こ
れ
ら
と
類
似
の
条
約
で
あ
る
」。

（
ｂ
）「
政
治
的
条
約
」
の
内
容
と
目
的
か
ら
の
限
定

　
「
基
本
法
五
九
条
二
項
の
意
味
で
の
条
約
の
内
容
あ
る
い
は
目
的
は
、
諸
外
国
と
の
政
治
的
関
係
の
規
律

4

4

に
向
け
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
条
約
は
、
政
治
的
関
係
へ
の
二
次
的
効
果
、
望
ま
れ
て
も
期
待
さ
れ
て
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
効
果
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

条
約
そ
れ
自
体

4

4

4

4

が
諸
外
国
と
の
政
治
的
関
係
の
規
律
を
内
容
と
す
る
あ
る
い
は
そ
う
し
た
規
律
を
目
的
と
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
条
約
が

連
邦
共
和
国
の
内
政
的
、
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
関
係
へ
の
本
質
的
効
果
を
も
つ
と
い
う
だ
け
で
そ
の
条
約
は
連
邦
共
和
国
に
と
っ
て
政
治
的
意
義
を

も
つ
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
条
約
が
基
本
法
五
九
条
二
項
の
意
味
で
の
『
政
治
的
条
約
』
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」。

（
ｃ
）
貿
易
条
約
が
「
政
治
的
条
約
」
に
な
り
得
る
可
能
性

　
「
か
つ
て
貿
易
条
約
は
、
国
際
法
学
説
に
よ
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
政
治
的
条
約
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
的
に
こ
う
し
た
学
説

は
、
今
日
の
国
際
関
係
の
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
貿
易
条
約
は
、
特
別
の
状
況
下
で
は
、
ま
さ
に
同
盟
条
約
の
よ
う
に
政
治
的
性
格
を
有
し
得
る
。
例

え
ば
、
条
約
相
手
国
が
国
家
間
の
競
合
に
お
け
る
自
国
の
共
同
体
で
の
経
済
的
地
位
を
強
化
す
る
た
め
に
、
貿
易
条
約
締
結
に
よ
っ
て
自
国
の
国
民
経

済
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
非
政
治
的
な
『
市
場
』
関
係
は
、
政
治
的
な
『
権
力
』
関
係

（
13
）

（
14
）
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に
な
り
得
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
諸
国
家
共
同
体
に
お
け
る
権
力
的
・
主
導
的
地
位
は
今
日
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
中
立
条
約
、
不
可
侵
条
約

あ
る
い
は
安
全
保
障
条
約
の
締
結
よ
り
も
、
貿
易
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
よ
り
強
力
に
影
響
さ
れ
得
る
。
そ
の
場
合
、『
権
力
』
の
下
で
理
解
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
政
治
的
覇
権
を
め
ぐ
る
争
い
で
の
諸
国
家
の
権
力
的
地
位
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
に
共
同
体
の
中
で
の
諸
国
家
の
重
要
性
で

あ
る
。

　

あ
る
条
約
が
言
及
さ
れ
た
意
味
で
政
治
的
条
約
な
の
か
は
、
特
別
の
状
況
つ
ま
り
連
邦
共
和
国
と
そ
の
条
約
相
手
国
と
の
具
体
的
な
政
治
的
状
況
の

考
慮
の
も
と
、
個
別
事
例
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

の
み
確
定
さ
れ
得
る
」。

（
ｄ
）
独
仏
経
済
協
定
が
「
政
治
的
条
約
」
で
あ
る
こ
と
の
否
定

　

申
立
人
は
、
独
仏
経
済
協
定
が
ａ
．フ
ラ
ン
ス
と
関
係
を
も
ち
、
こ
の
関
係
を
経
済
領
域
に
お
い
て
特
に
保
つ
た
め
の
政
治
的
決
定
で
あ
り
、
ｂ
．独

仏
の
経
済
関
係
を
自
由
化
す
る
た
め
の
政
治
的
決
定
で
あ
り
、
ｃ
．西
側
の
選
択
〔
西
側
へ
の
統
合
〕
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
準
備
で
あ
り
、
ｄ
．

も
は
や
ド
イ
ツ
国
家
に
属
さ
な
い
よ
う
な
国
家
領
域
の
承
認
で
あ
り
、
ｅ
．連
邦
政
府
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
広
範
囲
に
及
ぶ
貿
易
条
約
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
構
築
で
あ
る
ゆ
え
に
「
政
治
的
条
約
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
ら
を
全
て
否
定
し
た
。

2　
「
法
律
内
容
的
条
約
」
で
な
い
理
由

（
ａ
）
あ
る
条
約
が
「
法
律
内
容
的
条
約
」
と
見
な
さ
れ
る
場
合

　
「
条
約
内
容
が
連
邦
立
法
の
対
象
に
な
る
の
は
、
条
約
の
執
行
に
連
邦
法
律
が
必
要
と
な
る
場
合
、
つ
ま
り
連
邦
が
条
約
に
よ
っ
て
連
邦
法
律
の
制

定
に
よ
っ
て
の
み
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
義
務
を
引
き
受
け
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　

そ
の
限
り
で
、
基
本
法
五
九
条
二
項
の
規
定
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
四
五
条
三
項
や
一
八
七
一
年
四
月
一
六
日
の
ラ
イ
ヒ
憲
法
一
一
条
三
項
を
模
範

に
し
て
い
る
。
一
致
し
た
見
解
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
立
法
の
対
象
と
関
連
す
る
条
約
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
国
内
法
化
が
必
要
で
、
そ
れ
が
立
法

の
方
法
で
の
み
行
わ
れ
得
る
よ
う
な
条
約
で
あ
る
」。

（
ｂ
）「
法
律
内
容
的
条
約
」
の
解
釈
に
際
し
て
問
題
に
な
る
こ
と
─
─
立
法
部
と
執
行
部
の
権
限
配
分

　
「
一
八
七
一
年
の
ラ
イ
ヒ
憲
法
や
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
に
よ
る
の
と
同
様
に
、
基
本
法
五
九
条
二
項
に
よ
っ
て
も
、
連
邦
立
法
の
対
象
に
関
連
す
る
条

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（阪大法学）69（5-265）　1083〔2020. 1 〕



判 例 研 究

約
は
、『
そ
の
内
容
が
、
国
際
法
上
の
取
決
め
で
は
な
く
国
内
の
規
律
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
場
合
に
、
行
政
の
対
象
で
は
な
く
立
法
の
対
象
に
属
す

る
』（v. M

angoldt, D
as Bonner Grundgesetz, 1950, S. 320

）
条
約
に
限
ら
れ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
立
法
部
と
執
行
部
の
権
限
配
分
で
あ

る
。
政
府
は
、
そ
の
固
有
の
権
限
に
お
い
て
さ
え
、
立
法
機
関
が
活
動
す
る
こ
と
な
し
に
は
国
際
法
上
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

立
法
機
関
の
協
働
な
し
に
そ
の
義
務
を
引
き
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
立
法
部
の
同
意
な
し
に
引
き
受
け
ら
れ
た
国
際
法
上
の
義
務
の

履
行
に
対
し
て
は
、
問
題
が
提
起
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同
意
の
要
請
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
規
定
の
意
味
お
よ
び
目
的
か
ら
帰
結
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
規
定
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
連
邦
立
法
と
ラ
ン
ト
立
法
と
の
対
立
で
も
、

法
律
と
命
令
と
の
対
立
で
も
な
く
、
立
法
機
関
と
連
邦
政
府
の
間
で
の
権
限
配
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。

（
ｃ
）
独
仏
経
済
協
定
が
「
法
律
内
容
的
条
約
」
で
あ
る
こ
と
の
否
定

　
「
連
邦
政
府
は
、
法
律
の
制
定
あ
る
い
は
他
の
機
関
と
の
協
働
を
要
す
る
命
令
の
発
布
な
し
に
、
固
有
の
権
能
で
経
済
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ａ
．支
払
協
定
に
お
い
て
予
定
さ
れ
た
外
国
為
替
取
引

4

4

4

4

4

4

に
関
し
て
は
、
ど
の
新
た
な
法
律
も
必
要
な
か
っ
た
。
・
・
・
ｂ
．申
立
人
は
、
立
法
の
領
域

へ
の
侵
害
を
、
貿
易
協
定
が
『
関
税
率

4

4

4

の
い
か
な
る
変
更
を
も
行
わ
な
い
』
義
務
を
根
拠
づ
け
る
点
に
見
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
義
務
は
、
同
協
定
か

ら
は
生
じ
な
い
。
・
・
・
ｃ
．商
品
の
輸
出
入

4

4

4

に
つ
い
て
の
貿
易
協
定
の
諸
規
定
の
発
布
、
輸
出
入
の
配
分
や
自
由
化
の
た
め
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て

い
た
の
は
、
連
邦
政
府
で
あ
る
。
・
・
・
ｄ
．・
・
・
法
律
の
範
囲
内
で
外
国
為
替
管
理
の
手
段
に
よ
っ
て
貿
易
政
策
を
行
う
こ
と
は
、
連
邦
政
府
に

禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
」。

3　

判
断
枠
組
み

　
「
議
会
民
主
制
に
お
い
て
、
立
法
は
原
則
と
し
て
議
会
に
留
保
さ
れ
て
お
り
、
統
治
お
よ
び
行
政
は
執
行
部
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
外
交
・
貿
易
政

策
の
指
導
も
執
行
部
に
含
ま
れ
る
。
基
本
法
六
五
条
に
よ
る
と
、
連
邦
首
相
は
政
策
の
方
針
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
こ
の
方
針
の
範

囲
内
で
、
各
連
邦
大
臣
は
、
独
立
し
か
つ
自
ら
の
責
任
で
自
己
の
執
務
領
域
を
指
揮
す
る
。〔
外
交
・
貿
易
政
策
の
指
導
も
執
行
部
に
含
ま
れ
る
と

の
〕
権
利
の
推
定
は
、
こ
の
明
示
的
に
規
定
さ
れ
た
政
府
権
限
の
排
他
性
の
証
左
で
あ
る
（
例
え
ば
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
に
関
し
て
：T

hom
a im
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）。
統
治
の
任
務
が
連
邦
議
会
に
明
文
で
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、

連
邦
議
会
は
こ
の
統
治
作
用
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

執
行
部
の
領
域
に
お
け
る
立
法
部
の
そ
の
よ
う
な
例
外
的

4

4

4

権
能
を
、
基
本
法
五
九
条
二
項
は
、
非
常
に
限
ら
れ
た
範
囲
で
根
拠
づ
け
た
。
基
本
法
五

九
条
二
項
で
は
二
つ
の
特
別
事
例
（
連
邦
の
政
治
的
関
係
を
規
律
す
る
条
約
ま
た
は
連
邦
立
法
の
対
象
に
関
連
す
る
条
約
）
に
関
し
て
法
律
の
形
式
が

留
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
の
み
、
立
法
部
は
、
こ
の
形
式
で
の
協
働
に
よ
っ
て
、
執
行
部
の
活
動
に
介
入
で
き
る
。
基
本
法
五
九
条
二
項
は
、

そ
れ
以
上
に
政
府
の
権
限
領
域
に
介
入
す
る
ど
の
権
利
も
連
邦
議
会
に
与
え
な
か
っ
た
。
連
邦
議
会
は
、
憲
法
に
適
合
す
る
一
般
的
な
統
制
可
能
性
に

限
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
、
自
ら
統
治
し
行
政
を
行
う
の
で
は
な
く
、
政
府
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
。
連
邦
議
会
が
政
府
の
政
策
を
拒

否
す
る
な
ら
ば
、
連
邦
議
会
は
連
邦
首
相
に
対
し
て
不
信
任
を
表
明
で
き
（
基
本
法
六
七
条
）、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
を
失
脚
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
連
邦
議
会
は
、
自
ら
政
策
を
指
揮
で
き
な
い
」。

三　

学
説

　

本
判
決
の
右
の
判
断
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
に
基
づ
く
議
会
関
与
は
、
外
交
政
策
に
関
し
て
議
会
に
「
例
外
的
」
に
認
め
ら

れ
た
権
限
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
い
わ
ゆ
る
「
原
則
・
例
外
・
解
釈
」
を
行
い
、
外
交
政
策
は
原
則
と
し
て
政
府
の
権
能
で
あ
り
、

基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
は
「
執
行
部
の
領
域
に
お
け
る
立
法
部
の
例
外
的
権
能
」
を
根
拠
づ
け
る
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断

枠
組
み
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
学
説
が
多
か
っ
た
が
（
1
）、
現
在
で
は
否
定
す
る
学
説
が
支
配
的
で
あ
る
（
2
）。

1　

当
時
の
支
配
的
学
説
─
─
例
外
的
議
会
関
与
を
支
持

　

本
判
決
が
出
さ
れ
た
当
初
は
、
例
外
的
議
会
関
与
を
支
持
す
る
学
説
が
主
流
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
学
説
の
「
多
数
の
意
見
は
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
判
決
と
同
じ
く
、
外
交
案
件
の
保
持
を
優
先
的
に
執
行
部
の
事
項
と
見
な
す
。
そ
れ
ら
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
政
府
の
権
限
が
原
則
で
、
議
会
の
協

働
は
例
外
で
あ
る
」。
例
え
ば
、
早
く
か
ら
こ
の
判
断
枠
組
み
に
「
満
腔
の
賛
意
」
を
表
し
て
い
た
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
外
交
政
策
へ
の
例
外
的
議
会
関

与
を
一
貫
し
て
支
持
し
て
き
た
。
そ
の
論
拠
と
し
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
が
持
ち
出
す
の
は
、「
外
交
政
策
の
本
質
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
よ
れ

（
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）
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）
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ば
、
外
交
政
策
に
議
会
が
ア
ク
セ
ス
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
外
交
政
策
を
め
ぐ
っ
て
政
府
構
成
員
や
外
交
官
と
議
会
が
競
合
す
る
の
も
困
難

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
外
交
政
策
の
本
質
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
秘
密
外
交
に
お
け
る
議
会
へ
の
情
報
提
供
の
制
限
に
加
え
て
、
政
府
の
官
僚
機
構

お
よ
び
在
外
公
館
の
専
門
技
術
的
・
人
的
優
位
性
、
変
化
す
る
状
況
で
の
迅
速
な
決
断
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
こ
と
な
ど
が

外
交
政
策
の
本
質
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
外
交
政
策
の
本
質
か
ら
し
て
議
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

外
交
権
を
積
極
的
に
共
同
形
成
す
る
権
能
で
は
な
く
、「
執
行
部
の
統
制
の
た
め
の
権
能
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
前
述
の
判
断
枠
組
み
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
外
交
政
策
に
お
い
て
議
会
に
統
制
権
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、「
条
約
」
に
同
意
す
る
権
限
（
あ
る
い
は

そ
れ
を
拒
否
す
る
権
限
）
を
議
会
に
留
保
す
る
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
は
、
あ
く
ま
で
外
交
権
に
関
す
る
「
例
外
規
定
」
な
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ

の
規
定
に
基
づ
く
議
会
関
与
も
ま
た
例
外
的
な
権
限
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
よ
う
に
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
が
出
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
右
の
判
断
枠
組
み
を
批
判
す
る
者
も
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

基
本
法
は
明
文
上
、
外
交
権
が
原
則
と
し
て
政
府
に
帰
属
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
何
一
つ
述
べ
て
お
ら
ず
、「
権
限
の
境
界
」
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
よ
っ
て
基
本
法
上
は
、
外
交
権
の
本
質
は
非
常
に
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
の
で
、「
こ
の
領
域
で
は
原
則
的
に
執
行
部
が
単
独
の
権
限
を
も
つ
と

い
う
伝
統
的
構
想
へ
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
後
退
し
た
」
の
も
無
理
は
な
い
と
メ
ン
ツ
ェ
ル
は
い
う
。
そ
の
上
で
彼
は
、
外
交
権
を
原
則
的
に
政
府
の

権
限
と
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
把
握
に
つ
い
て
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
外
交
権
の
「
こ
の
よ
う
な
把
握
は
、
現
代
的
発
展
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
を
今
す
ぐ
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
現
代
国
家
に
お
け
る
外
交
権
は
、
執
行
部
単
独
の
案
件
で
は
も
は
や
な
く
、
執
行
部
と
立
法
部
、

政
府
と
議
会
と
の
共
同
任
務
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
外
交
権
と
い
う
の
は
『
協
働
権
』
で
あ
る
」。

2　

現
在
の
支
配
的
学
説
─
─
例
外
的
議
会
関
与
の
批
判

　

右
の
よ
う
な
グ
レ
ー
ヴ
ェ
と
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
対
立
は
、
す
で
に
一
九
五
三
年
の
ド
イ
ツ
国
法
学
者
大
会
で
顕
在
化
し
て
い
た
が
、「
そ
の
後
の
数
十

年
に
わ
た
る
非
常
に
活
発
で
変
化
に
富
ん
だ
議
論
は
特
に
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
考
察
を
具
体
化
し
継
続
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
お
い
て
外
交
権
は
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
「
協
働
権
」
と
同
様
に
、
政
府
と
議
会
の
「
共
有
財
産
」
あ
る
い
は
「
混
合
権

力
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
の
解
釈
に
際
し
て
抽
象
的
な
概
念
を
駆
使
す

（
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）

（
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）

（
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）
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る
の
で
は
な
く
、
よ
り
実
定
憲
法
に
即
し
た
解
釈
論
つ
ま
り
「
第
一
次
的
に
具
体
的
憲
法
規
定
を
手
が
か
り
に
考
察
を
始
め
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
多
く
の
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
や
体
系
書
で
同
様
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
第
二
次
的
に
、
基
本
法
五
九
条

二
項
一
文
（
特
に
そ
の
第
二
選
択
肢
た
る
「
法
律
内
容
的
条
約
」）
は
、
本
質
性
理
論
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
つ
て
の
独
仏
経
済
協
定
判
決
の
判
断
枠
組
み
や
グ
レ
ー
ヴ
ェ
学
説
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
外
交
政
策
が
政
府
の
専
権

事
項
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
が
外
交
政
策
の
本
質
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
最
近
の
議
論
は
憲

法
に
実
定
化
さ
れ
た
法
状
況
の
記
述
的
・
分
析
的
な
叙
述
へ
と
移
行
し
た
」
と
二
〇
〇
九
年
の
時
点
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四　

意
義

　

独
仏
経
済
協
定
判
決
の
判
断
枠
組
み
で
示
さ
れ
た
例
外
的
議
会
関
与
は
、
そ
の
後
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
も
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
限
り
で
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
、
例
外
的
議
会
関
与
に
批
判
的
な
現
在
の
支
配
的
学
説
と
の
間
に
は
、
議
会
関
与
の
理
解
に
つ
い
て
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
本
判
決
の
判
断
枠
組
み
で
は
、
政
府
に
対
す
る
議
会
の
「
一
般
的
な
統
制
可
能
性
」
が
認
め
ら
れ
た
点
で
、
議
会
統
制
の
限

界
と
し
て
執
行
部
の
「
核
心
領
域
」
概
念
を
採
用
し
た
後
の
判
決
と
区
別
さ
れ
る
（
1
）。
ま
た
、
本
判
決
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
五
九
条

二
項
一
文
の
「
条
約
」
概
念
に
つ
い
て
、
後
の
判
例
・
学
説
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
る
基
本
型
を
提
示
し
た
（
2
）。
さ
ら
に
本
判
決
で
は
、「
貿
易
条

約
」
に
つ
い
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
態
度
表
明
も
行
わ
れ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
早
く
か
ら
「
注
目
す
べ
き
」
と
評
さ
れ
て
い
た
（
3
）。

1　

議
会
に
よ
る
一
般
的
な
統
制
可
能
性
─
─
「
核
心
領
域
」
概
念
の
不
採
用

　

独
仏
経
済
協
定
判
決
の
判
断
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
に
基
づ
く
例
外
的
議
会
関
与
を
除
い
て
「
連
邦
議
会
は
、
憲
法
に
適
合

す
る
一
般
的
な
統
制
可
能
性
に
限
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
、
自
ら
統
治
し
行
政
を
行
う
の
で
は
な
く
、
政
府
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
」。

こ
の
判
示
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
当
時
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
政
府
に
対
す
る
議
会
の
「
一
般
的
な
統
制
可
能
性
」
を
認
め
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
が
出
さ
れ
て
以
降
、
議
会
に
よ
る
統
制
を
排
除
し
、
限
界
づ
け
る
、
政
府
の
排
他
的
領
域
と
し
て
の
「
核
心
領
域
」

（
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を
措
定
す
る
学
説
（
い
わ
ゆ
る
核
心
領
域
説
）
が
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
論
と
し
て
判
例
・
通
説
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
核

心
領
域
概
念
は
外
交
行
為
を
め
ぐ
る
後
の
判
決
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
核
心
領
域
の
定
式
」
が
「
一
般
化
し
て
い

る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
遅
く
と
も
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
核
心
領
域
説
へ
の
批
判
は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
核
心
領
域
説
に
批
判
的
な
学
説
が
主
要
な
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
明
示
的
に
引
照
さ
れ
る
形
で
ド
イ
ツ
公
法
学
に

徐
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
近
年
で
は
、
核
心
領
域
概
念
に
批
判
的
な
学
説
が
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
た
従
来
の
通
説
に
抗
し
て
台
頭
し
、
支
配
的
に

な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
核
心
領
域
概
念
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
限
り
で
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
で
判
示
さ
れ
た
議
会
の
「
一
般
的
な
統
制
可

能
性
」
は
、
今
日
の
支
配
的
学
説
と
調
和
的
で
あ
る
と
言
い
得
る
。
も
っ
と
も
、
同
判
決
で
示
さ
れ
た
議
会
の
統
制
手
段
は
、
基
本
法
六
七
条
で
予
定

さ
れ
た
連
邦
首
相
に
対
す
る
「
建
設
的
不
信
任
決
議
」
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
他
に
も
多
様
な
統
制
手
段
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

2　
「
条
約
」
概
念
の
基
本
型

　

現
在
の
支
配
的
学
説
は
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
の
「
条
約
」
す
な
わ
ち
「
連
邦
の
政
治
的
関
係
を
規
律
す
る
条
約
」（
政
治
的
条
約
）
お
よ
び

「
連
邦
立
法
の
対
象
に
関
連
す
る
条
約
」（
法
律
内
容
的
条
約
）
の
説
明
に
際
し
て
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

第
一
に
、
政
治
的
条
約
概
念
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
条
約
の
解
釈
に
際
し
て
「
問
題
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、『
国
家
の
存
立
、
国
家
領
域
の
不
可
侵
、
国
家
の
独
立
、
諸
国
家
共
同
体
に
お
け
る
国
家
の
地
位
ま
た
は
決
定
的
重
要
性
』
に
ふ
れ
る
条
約
で
あ

る
。
特
に
こ
の
よ
う
な
条
約
に
含
ま
れ
る
の
は
、『
他
国
に
対
し
て
、
国
家
の
権
力
的
地
位
を
主
張
し
強
固
に
し
、
あ
る
い
は
発
揚
す
る
よ
う
な
条
約
』、

し
た
が
っ
て
例
え
ば
、『
同
盟
条
約
、
安
全
保
障
条
約
、
政
治
的
共
同
に
つ
い
て
の
協
定
、
講
和
条
約
、
不
可
侵
条
約
、
中
立
条
約
、
軍
縮
条
約
、
仲

裁
条
約
』（
い
わ
ゆ
る
「
高
度
に
政
治
的
な
条
約
」）
で
あ
る
。
政
治
的
関
係
の
規
律
が
存
在
す
る
の
は
、
条
約
が
諸
々
の
関
係
を
政
治
的
に
形
成
す
る

こ
と
を
企
図
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
政
治
的
特
質
は
、
条
約
の
内
容
と
目
的
に
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
政
治
的
特
質
が
別
の
条
約
の
副
次
的

効
果
と
し
て
現
れ
る
場
合
は
不
十
分
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
条
約
概
念
の
基
本
型
を
提
示
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
は
す

で
に
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
は
「
政
治
的
条
約
の
定
義
に
と
っ
て
根
本
的
な
意
義
を
も
つ
」
と
評
さ
れ
、
後
に
「
確
立
し
た
判
例
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
基
本
型
に
つ
い
て
は
、
後
の
判
決
が
踏
襲
し
た
だ
け
で
な
く
、
学
説
も
「
広
く
そ
れ
に
倣
っ
た
」。

（
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第
二
に
、
法
律
内
容
的
条
約
概
念
に
つ
い
て
も
ま
た
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
を
引
用
す
る
形
で
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
あ
る
条
約
が
連
邦
立

法
の
対
象
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
は
、
基
本
法
七
〇
条
以
下
の
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
の
間
の
立
法
権
限
の
分
配
か
ら
で
は
な
く
、『
具
体
的
事
例
に
お
い

て
、
立
法
機
関
の
協
働
の
下
で
の
執
行
行
為
が
必
要
か
ど
う
か
』
と
い
う
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
条
約
内
容
が
連
邦
立
法
の
対
象
に
な
る
の
は
、

『
条
約
の
執
行
に
連
邦
法
律
が
必
要
と
な
る
場
合
、
つ
ま
り
連
邦
が
条
約
に
よ
っ
て
連
邦
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
の
み
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
義
務
を

引
き
受
け
る
場
合
』
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
な
法
律
内
容
的
条
約
の
概
念
は
、
す
で
に
基
本
法
下
の
初
期
の
学
説
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
独
仏
経
済
協

定
判
決
の
意
義
は
「
そ
の
学
説
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
諸
原
則
を
完
全
に
踏
襲
し
か
つ
よ
り
詳
細
に
明
示
し
た
」
点
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

法
律
内
容
的
条
約
概
念
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
、
法
律
の
留
保
や
本
質
性
理
論
と
関
連
づ
け
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

3　
「
貿
易
条
約
」
に
つ
い
て
の
態
度
表
明
─
─
政
治
的
条
約
に
な
り
得
る
可
能
性

　

独
仏
経
済
協
定
判
決
で
は
、「
貿
易
条
約
」
に
つ
い
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
態
度
表
明
も
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
本
判
決
を
評
釈
し
た
メ
ン
ツ

ェ
ル
が
こ
の
態
度
表
明
に
つ
い
て
「
注
目
す
べ
き
」
と
評
し
た
の
は
、
本
判
決
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。「
か
つ
て
貿
易
条
約
は
、
国
際
法
学
説
に
よ
っ

て
は
、
原
則
と
し
て
政
治
的
条
約
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
的
に
こ
う
し
た
学
説
は
、
今
日
の
国
際
関
係
の
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

貿
易
条
約
は
、
特
別
の
状
況
下
で
は
、
ま
さ
に
同
盟
条
約
の
よ
う
に
政
治
的
性
格
を
有
し
得
る
。
例
え
ば
、
条
約
相
手
国
が
国
家
間
の
競
合
に
お
け
る

自
国
の
共
同
体
で
の
経
済
的
地
位
を
強
化
す
る
た
め
に
、
貿
易
条
約
締
結
に
よ
っ
て
自
国
の
国
民
経
済
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
事
例
で
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
非
政
治
的
な
『
市
場
』
関
係
は
、
政
治
的
な
『
権
力
』
関
係
に
な
り
得
る
」。
メ
ン
ツ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の

箇
所
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
貿
易
条
約
に
関
し
て
は
ま
さ
に
そ
の
具
体
的
な
内
容
次
第
で
あ
り
、
政
治
的
条
約
と
し
て
一
般
的
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す

る
の
は
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
」
し
た
。
ゆ
え
に
、
貿
易
条
約
が
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
の
政
治
的
条
約
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
の
支
配
的
学
説
も
、
貿
易
条
約
に
つ
い
て
の
独
仏
経
済
協
定
判
決
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
貿
易
条
約
、
友
好
条
約
お
よ

び
航
海
条
約
は
特
に
国
内
の
（
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
）
領
域
と
関
連
す
る
の
で
、
通
常
そ
れ
ら
の
条
約
は
、
基
本
法
五
九
条
二
項
一
文
の
意
味
で
の

外
交
政
策
特
有
の
重
要
性
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
そ
れ
自
体
と
し
て
は
非
政
治
的
な
「
市
場
」
関
係
は
、
政
治
的
な
「
権
力
」
関
係
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に
な
り
得
る
』。
そ
れ
は
例
え
ば
、
あ
る
貿
易
条
約
が
外
交
関
係
の
樹
立
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
条
約
相
手
国
が
自
ら
の
経
済

的
立
場
を
国
家
間
の
競
合
の
中
で
強
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
個
別
事
例
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」。

お
わ
り
に
─
─
外
交
行
為
へ
の
議
会
関
与
の
強
化

　

前
述
の
よ
う
に
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
の
判
断
枠
組
み
で
示
さ
れ
た
例
外
的
議
会
関
与
は
、
そ
の
後
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
も
維
持
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、「
軍
備
増
強
判
決
〔
パ
ー
シ
ン
グ
判
決
〕
ま
で
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
は
、
原
則
と
し
て
、
外
交
関
係
の
形
成

が
連
邦
政
府
に
依
拠
し
て
い
る
と
の
前
提
か
ら
出
発
す
る
。
ソ
マ
リ
ア
へ
の
域
外
派
兵
お
よ
び
ア
ド
リ
ア
海
上
空
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
偵
察
飛
行
部
隊
に
つ

い
て
の
判
決
〔
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
派
兵
判
決
〕
は
初
め
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
議
会
に
属
す
る
部
分
領
域
─
─
連
邦
国
防
軍
の
域
外
派
兵
に
つ
い
て
の
決

定
─
─
に
関
し
て
、
外
交
権
行
使
に
つ
い
て
の
議
会
の
強
化
さ
れ
た
協
働
を
要
求
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
判
決
で
も
引
き
続
き
外
交
権
の
政
府
へ
の
原

則
的
整
序
が
前
提
と
さ
れ
る
」。

　

他
方
で
、
現
在
の
ド
イ
ツ
公
法
学
の
支
配
的
学
説
か
ら
は
、
外
交
行
為
へ
の
議
会
関
与
を
─
─
判
例
の
よ
う
に
単
に
部
分
的
に
で
は
な
く
─
─
根
本

的
・
全
般
的
に
強
化
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
提
と
し
て
の
議
会
関
与
の
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
例
外
的
議
会

関
与
の
判
断
枠
組
み
が
批
判
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
今
や
伝
統
的
な
権
力
分
立
理
論
そ
の
も
の
が
、
執
行
権
と
立
法
権
の
境
界
を
相
対
化
す
る
形
で
、

克
服
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
的
条
約
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
拡
張
が
説
か
れ
て
き
た
の
に
加
え
て
、
近
年
の
ド
イ
ツ

を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
の
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
（
環
大
西
洋
貿
易
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
、

議
会
関
与
を
強
化
す
る
方
向
で
の
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
律
内
容
的
条
約
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
支
配
的
学
説
は
伝

統
的
な
法
律
の
留
保
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
い
わ
ゆ
る
本
質
性
理
論
に
よ
る
議
会
留
保
」
の
見
地
か
ら
外
交
行
為
へ
の
議
会
関
与
を
強
化
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
で
、
条
約
締
結
の
段
階
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
前
の
条
約
交
渉
過
程
の
段
階
へ
の
議
会
関
与
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
維
持
さ
れ
て
い
る
例
外
的
議
会
関
与
の
判
断
枠
組
み
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
を
批
判
し
、
議
会
関

与
を
強
化
し
て
き
た
ド
イ
ツ
公
法
学
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
憲
法
学
の
従
来
の
支
配
的
学
説
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
共
通
す
る
例
外
的

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
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外交政策への「例外的」議会関与の判断枠組み　

議
会
関
与
の
判
断
枠
組
み
を
支
持
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
─
─
そ
れ
を
批
判
す
る
論
者
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
─
─
従
来
の
支

配
的
学
説
は
「
一
般
的
に
、
外
交
権
は
原
則
と
し
て
内
閣
に
あ
る
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
国
会
に
よ
る
条
約
の
承
認
は
「
内
閣
の
外
交
権
に
対
す

る
外
か
ら
の
例
外
的
制
約
と
み
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
ド
イ
ツ
の
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
協
定
へ
の
議
会
関
与
と
同
様
の
問
題
は
、
す
で

に
日
本
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
協
定
が
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
規

律
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
国
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
過
程
に
関
す
る
資
料
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
同
協
定
の
交
渉
過
程
の
段
階
で
議
会
が
ど
の
よ
う
に
関
与
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
日
本
で
も
憲
法
上
の

問
題
と
し
て
議
論
を
一
層
深
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

R
udolf Streinz, in: Sachs (H

rsg.), Grundgesetz K
om

m
entar, 8. A

ufl., C. H
. Beck 2018, A

rt. 59, Rn. 20.
Christian Calliess, A

usw
ärtige Gew

alt, in: Isensee/K
irchhof (H

rsg.), H
andbuch des Staatsrechts, Bd. IV

, 2006, §83, Rn. 
42.

V
gl. W

ilhelm
 G

eorg G
rew

e, Zum
 V

erfassungsrecht der ausw
ärtigen Gew

alt, A
öR 112 (1987), S. 525.

BV
erfGE 1, 372.

Bundesanzeiger N
r. 31 vom

 14. Februar 1950, S. 2 ff.
V

gl. Bundestagsdrucksache N
r. 590 (D

eutscher Bundestag 1. W
ahlperiode 1949).

鑑
定
書
の
多
数
意
見
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
二
八
日
の
第
八
一
回
連
邦
議
会
本
会
議
の
議
事
録
（Sitzungsbericht S. 3045 

B-C

）
も
参
照
。

V
gl. Bundestagsdrucksache N

r. 1207 (D
eutscher Bundestag 1. W

ahlperiode 1949).
BV

erfGE 1, 372 (376).

一
九
五
〇
年
七
月
二
八
日
の
第
八
一
回
連
邦
議
会
本
会
議
の
議
事
録
（Sitzungsbericht S. 3047 C

）
を
参
照
。

BV
erfGE 1, 372 (377).

BV
erfGE 1, 372 (373).

（
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）
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）
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）

（
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）（

1
）

（
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）
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）
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判 例 研 究
BV

erfGE 1, 372 (380 f.).

こ
の
「
政
治
的
条
約
」
概
念
は
、
後
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
派
兵
判
決
（BV

erfGE 90, 286

［359

］）
に
お
い
て
踏

襲
さ
れ
た
。
同
判
決
の
邦
語
に
よ
る
紹
介
と
し
て
、
山
内
敏
弘
「
ド
イ
ツ
連
邦
軍
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
派
兵
の
合
憲
性
─
─
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
事
件
」
ド

イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
・
二
〇
〇
六
年
）
三
六
六
頁
以
下
を
参
照
。

BV
erfGE 1, 372 (382).

傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。

BV
erfGE 1, 372 (382 f.).

傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。

V
gl. BV

erfGE 1, 372 (384-388).
BV

erfGE 1, 372 (389).
BV

erfGE 1, 372 (389 f.).
BV

erfGE 1, 372 (390-393).

傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。

BV
erfGE 1, 372 (394).

傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。

E
rnst G

ottfried M
ahrenholz, BV

erfGE 68, 1, 111 (129).
G

rew
e (A

nm
. 3), S. 525.

Calliess (A
nm

. 2), Rn. 43.
W

ilhelm
 G

eorg G
rew

e, D
ie ausw

ärtige Gew
alt der Bundesrepublik, V

V
D

StRL 12 (1954), S. 135. V
gl. auch H

erm
ann 

M
osler, D

ie ausw
ärtige Gew

alt im
 V

erfassungssystem
 der Bundesrepublik D

eutschland, in: V
ölkerrechtliche und Staatsre-

chtliche A
bhandlungen (FS für Carl Bilfinger), Carl H

eym
anns V

erlag 1954, S. 292 Fn. 116.
G

rew
e (A

nm
. 3), S. 528.

G
rew

e, (A
nm

. 3), S. 529.
V

gl. G
rew

e, (A
nm

. 3), S. 529 Fn. 25.
W

ilhelm
 G

eorg G
rew

e, A
usw

ärtige Gew
alt, in: Isensee/K

irchhof (H
rsg.), H

andbuch des Staatsrechts, Bd. III, 1988, §77, 
Rn. 56.

E
berhard M

enzel, D
ie A

usw
ärtige Gew

alt der Bundesrepublik in der D
eutung des Bundesverfassungsgerichts, A

öR 
79 (1954), S. 347 f.

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（阪大法学）69（5-274）　1092〔2020. 1 〕



外交政策への「例外的」議会関与の判断枠組み　
M

enzel (A
nm

. 29), S. 348. V
gl. auch K

laus Stern, D
as Staatsrecht der Bundesrepublik D

eutschland, Bd. I, 2. A
ufl., C. H

. 
Beck 1984, S. 499.

G
rew

e (A
nm

. 24), 136 ff.; E
berhard M

enzel, D
ie ausw

ärtige Gew
alt der Bundesrepublik, V

V
D

StRL 12 (1954), S. 183 ff.
M

artin N
ettesheim

, in: M
aunz/D

ürig (Begr.), Grundgesetz K
om

m
entar, A

rt. 59 (Stand 2009), Rn. 28. V
gl. auch A

us-
sprache von K

laus Stern, V
V

D
StRL 56 (1997), S. 98.

E
rnst Friesenhahn, Parlam

ent und Regierung im
 m

odernen Staat, V
V

D
StRL 16 (1958), S. 38.

H
ans W

olfgang Baade, D
as V

erhältnis von Parlam
ent und Regierung im

 Bereich der ausw
ärtigen Gew

alt der Bundes-
republik D

eutschland. Studien über den Einfluss der ausw
ärtigen Beziehungen auf die innerstaatliche V

erfassungsent-
w

icklung, H
ansischer Gildenverlag H

eitm
ann 1962, S. 7.

メ
ン
ツ
ェ
ル
の
「
協
働
権
」
と
し
て
の
外
交
権
と
同
様
の
考
え
方
は
、
す
で
に
日
本
の
学
説
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
芦
部
信
喜
「
条
約

の
締
結
と
国
会
の
承
認
権
」
同
『
憲
法
と
議
会
政
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
一
年
）
二
一
一
頁
〔
初
出
一
九
五
八
年
〕
に
お
け
る
「
立
法

権
・
執
行
権
協
働
の
国
家
活
動
と
し
て
の
条
約
締
結
作
用
」、
あ
る
い
は
村
西
良
太
『
執
政
機
関
と
し
て
の
議
会
─
─
権
力
分
立
論
の
日
独
比
較

研
究
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
年
）
二
四
六
頁
に
お
け
る
「
条
約
締
結
を
協
働
執
政
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
見
解
で
あ
る
。
別
の

見
解
と
し
て
、
林
知
更
「
立
憲
主
義
と
議
会
」
安
西
ほ
か
編
『
憲
法
学
の
現
代
的
論
点
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
九
年
）
一
三
七
頁
も
参

照
。Juliane K

okott, A
rt. 59 A

bs. 2 GG und einseitige völkerrechtliche A
kte, in: H

ailbronner/Ress/Stein (H
rsg.), Staat und 

V
ölkerrechtsordnung. FS für K

arl D
oehring, Springer-V

erlag 1989, S. 509. V
gl. auch U

lrich Fastenrath, K
om

petenzver-
teilung im

 Bereich der ausw
ärtigen Gew

alt, C. H
. Beck 1986, S. 79.

な
お
、
フ
ァ
ス
テ
ン
ラ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
独
仏
経
済
協
定
判
決
の

判
断
枠
組
み
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
政
府
の
権
限
を
、
ま
ず
も
っ
て
─
古
く
な
っ
た
─
控
除
の
方
法
お
よ
び
議
会
民
主
制
の
本
質
に

よ
っ
て
根
拠
づ
け
た
」（Fastenrath aaO

, S. 215

）。

Z. B. Ingolf Pernice, in: D
reier (H

rsg.), Grundgesetz K
om

m
entar, Bd. II, 2. A

ufl., 2006, A
rt. 59, Rn. 16; Calliess (A

nm
. 2), 

Rn. 45; N
ettesheim

 (A
nm

. 32), Rn. 28; O
ndolf R

ojahn, in: von M
ünch (Begr.)/K

unig (H
rsg.), Grundgesetz K

om
m

entar, Bd. 1, 
6. A

ufl. 2012, A
rt. 59, Rn. 21; Streinz (A

nm
. 1), Rn. 26.
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判 例 研 究
Z. B. R

ojahn (A
nm

. 37), Rn. 26 f.; Silja V
öneky, V

erfassungsrecht und völkerrechtliche V
erträge, in: Isensee/K

irchhof 
(H

rsg.), H
andbuch des Staatsrechts, Bd. XI, 2013, §236, Rn. 17 f.; Streinz (A

nm
. 1), Rn. 26 f.

N
ettesheim

, (A
nm

. 32), Rn. 28.
V

gl. BV
erfGE 90, 286 (358).

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
対
す
る
同
様
の
見
方
と
し
て
、
後
掲
註
（
63
）
の
ヴ
ォ
ル
フ
ル
ム
論
文
も
参

照
。

も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
独
仏
経
済
協
定
判
決
の
例
外
的
議
会
関
与
の
判
断
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
も
、
一
部
の
領
域
（
連
邦
国
防

軍
の
域
外
派
兵
）
に
つ
い
て
議
会
関
与
を
強
く
求
め
る
判
決
を
下
し
た
。V

gl. BV
erfGE 90, 286 (383 ff.).

M
enzel (A

nm
. 29), S. 335.

BV
erfGE 1, 372 (394).

Z. B. BV
erfGE 9, 268 (279 f.); 34, 52 (59); 67, 100 (139); K

laus Stern, D
as Staatsrecht der Bundesrepublik D

eutschland, 
Bd. II, C. H

. Beck 1980, S. 541 ff.; E
berhard Schm

idt-A
ßm

ann, D
er Rechtsstaat, in: Isensee/K

irchhof (H
rsg.), H

andbuch des 
Staatsrechts, Bd. II, 3. A

ufl., C. F. M
üller 2004,§26, Rn. 56 f.

V
gl. BV

erfGE 68, 1 (87).
Christoph M

öllers, Gew
altengliederung. Legitim

ation und D
ogm

atik im
 nationalen und internationalen Rechtsverglei-

ch, M
ohr Siebeck 2005, S. 74 Fn. 47.

V
gl. W

alter Leisner, D
ie quantitative Gew

altenteilung, D
Ö

V
 1969, S. 405-411; N

orbert A
chterberg, Problem

e der Funk-
tionenordnung, C. H

. Beck 1970, 189 ff.; G
erhard Zim

m
er, K

om
petenz-Funktion-Legitim

ation, D
uncker &

 H
um

blot 1979, S. 
26 ff., 341 ff.

Susanne Baer, V
erm

utungen zu K
ernbereichen der Regierung und Befugnissen des Parlam

ents, D
er Staat 40 (2001), 

S. 526 ff.
V

gl. Bernd G
rzeszick, in: M

aunz/D
ürig (H

rsg.), Grundgesetz K
om

m
entar, A

rt. 20 (Stand 2013), Rn. 87 Fn. 2; H
elm

uth 
Schulze-Fielitz, in: D

reier (H
rsg.), Grundgesetz K

om
m

entar, Bd. 2, 3. A
ufl., 2015, A

rt. 20, Rn. 71 Fn. 330; K
arl-Peter Som

-
m

erm
ann, in: H

uber/V
oßkuhle (H

rsg.), Grundgesetz K
om

m
entar, Bd. 2, 7. A

ufl., 2018, A
rt. 20, Rn. 216 Fn. 210.
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外交政策への「例外的」議会関与の判断枠組み　
Christoph M

öllers, D
ogm

atik der grundgesetzlichen Gew
altengliederung, A

öR 132 (2007), S. 499; R
alf Poscher, Funk-

tionenordnung des Grundgesetzes, in: H
offm

ann-Riem
/Schm

idt-A
ßm

ann/V
oßkuhle (H

rsg.), Grundlagen des V
erw

altung-
srechts, Bd. 1, 2. A

ufl., C. H
. Beck 2012, §8, Rn. 32 ff.

V
gl. Christian T

ietje/K
arsten N

ow
rot, Parlam

entarische Steuerung und K
ontrolle des internationalen Regierungshan-

dels und der A
ußenpolitik, in: M

orlok/Schliesky/W
iefelspütz (H

rsg.), Parlam
entsrecht, N

om
os 2016, §45, Rn. 13 ff.

な
お
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
対
外
権
を
め
ぐ
る
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
哲
史
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
憲
法
─
─
超
国
家
的
法
秩
序
と

の
緊
張
と
調
整
』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
七
年
）
六
三
頁
以
下
も
参
照
。

Streinz (A
nm

. 1), Rn. 29. V
gl. auch D

ietrich R
auschning, in: K

ahl/W
aldhoff/W

alter (H
rsg.), Bonner K

om
m

entar zum
 

Grundgesetz, A
rt. 59 (Stand 2009), Rn. 65 f.

W
ilhelm

 K
arl G

eck, D
ie völkerrechtlichen W

irkungen verfassungsw
idriger V

erträge. Zugleich ein Beitrag zum
 V

er-
tragsschluß im

 V
erfassungsrecht der Staatenw

elt, Carl H
eym

anns V
erlag 1963, S. 123.

R
üdiger W

olfrum
, A

usw
ärtige Beziehungen und V

erteidigungspolitik, in: Badura/D
reier (H

rsg.), Festschrift 50 Jahre 
Bundesverfassungsgericht, M

ohr Siebeck 2001, S. 700.
V

gl. BV
erfGE 90, 286 (359).

な
お
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
政
治
的
条
約
の
「
限
定
的
な
解
釈
」
に
対
し
て
は
、
批
判
も
な
さ
れ
て

い
る
。V

gl. N
ettesheim

 (A
nm

. 32), Rn. 101.
N

ettesheim
 (A

nm
. 32), Rn. 99.

R
ojahn (A

nm
. 37), Rn. 24. V

gl. auch R
auschning (A

nm
. 52), Rn. 70.

M
enzel (A

nm
. 29), S. 338.

V
gl. V

olker R
öben, A

ußenverfassungsrecht. Eine U
ntersuchung zur ausw

ärtigen Gew
alt des offenen Staates, M

ohr 
Siebeck 2007, 95 ff.; R

ojahn (A
nm

. 37), Rn. 26 f.
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M
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. 29), S. 336.
R

ojahn (A
nm

. 37), Rn. 23.
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判 例 研 究
W

olfrum
 (A

nm
. 54), S. 697.

同
様
に
、
村
西
良
太
「
多
国
間
の
政
策
決
定
と
議
会
留
保
─
─
ユ
ー
ロ
圏
債
務
過
重
国
へ
の
緊
急
融
資
と

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
財
政
責
任
」
法
政
研
究
八
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
四
頁
の
脚
註
一
二
二
で
も
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
は<

外
交
権
＝

執
政
府
の
領
分>

と
み
る
従
来
の
理
解
を
維
持
し
た
ま
ま
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

V
gl. N

ettesheim
 (A

nm
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öllers (A
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erfassungsrecht vor den H

eraus-
forderungen der Globalisierung, V

V
D

StRL 67 (2008), S. 186 ff.
V

gl. M
öllers (A

nm
. 46), S. 90 ff.; Poscher (A

nm
. 50), Rn. 40 ff.

V
gl. N

ettesheim
 (A

nm
. 32), Rn. 101; V

öneky (A
nm

. 38), Rn. 17.
W

olfgang W
eiß, Inform

ations-und Beteiligungsrechte des D
eutschen Bundestags bei gem

ischten A
bkom

m
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Ö
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 2016, S. 666 f.
R

ojahn (A
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. 37), Rn. 26. V
gl. auch V

öneky (A
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対
し
て
、
こ
れ
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
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erfGE 68, 1

［108

］
お
よ
びBV

erfGE 77, 170

［230

］）
は
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基
本
法
五
九
条
二
項
一
文

の
解
釈
に
際
し
て
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本
質
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理
論
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能
性
を
「
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定
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し
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eiß (A

nm
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な
お
、
高
田
篤
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ

た
法
創
設
過
程
と
議
会
─
─
日
本
に
お
け
る
議
会
の
法
的
地
位
と
機
能
態
様
」
松
本
和
彦
編
『
日
独
公
法
学
の
挑
戦
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の

公
法
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
四
年
）
九
一
頁
以
下
も
参
照
。

浦
田
一
郎
「
外
交
と
国
会
─
─
『
外
交
国
会
中
心
主
義
』
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
六
三
巻
五
号
（
一
九
九
一
年
）
八
七
頁
。
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年
で
は
、
前
掲
註
（
35
）
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
条
約
締
結
を
内
閣
と
国
会
と
の
「
協
働
行
為
」
と
す
る
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あ
る
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で
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憲
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波
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〇
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年
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れ
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」
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八
六
号
（
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年
）
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。
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